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Raspberry Pi を使用した防犯カメラの製作 

 

遠藤 将仁  野瀬 聖太 

平井 健大  山口 皓平 

 

１．研究概要 

（１）研究の目的 

私たちは、近年「闇バイト」などによる

高齢者を狙った犯罪や空き巣被害が増加し

ている日本において、社会の役に立つもの

を開発したいと考えた。そこで、3 年間の

学習で身につけた知識を生かし、犯罪防止

に役立つ技術は何かについて話し合いを重

ねた結果、AI を用いた監視カメラシステム

を作成することに決定した。 

 

（２）年間計画 

 

表１ 年間計画 

４月 研究内容の決定 

６月～８月 人物検知システムの作成 

９月～10月 Web サーバの作成 

11月～１月 双方向通信の作成 

 

２．研究の具体的内容 

 （１）使用機器 

・Raspberry pi ５（サーバ機） 

 人物検知機能、Web サーバ、双方向通

信機能の実装のために使用した。（図１） 

 

図１  Raspberry pi５ 

 

・Raspberry pi ４（クライアント機） 

 人物検知機能、双方向通信機能の実

装のために使用した。（図２） 

図２  Raspberry pi４ 

 

       ・Web カメラ 

     画像の撮影、人物検知のための映

像取得のために使用した。（図３） 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

図３  Web カメラ 

 

・3D プリンタ 

     カメラの機体の３D データの印刷

に使用した。（図４） 
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No 

 

図４ ３D プリンタ 

 

 （２）開発環境 

  ・Geany 

   各種プログラムを記述するのに使用し

た。（図５）          

 

図５ Geany 

 

    ・123Design 

   カメラの機体の３D データの作成に使

用した。（図６） 

図６ 123Design 

 

（３）システムの設計 

 システムは監視カメラ・双方向通信システ

ム、クライアント側（図 7）とサーバ側（図

８）、画像閲覧システム（図９）の３つに分け

て設計した。 

 

 

図７ 監視カメラ・双方向通信システム 

クライアント側 
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図８ 監視カメラ・双方向通信システム 

サーバ側 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９ 画像閲覧システム 
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（４）監視カメラ・双方向通信システムの実

際の動作 

人物が検知されると画像が撮影され、名

前を付けられ保存される。（図 10） 

 

図 10 保存通知 

 

 

図 11 実際に保存された画像 

 

（５）画像閲覧システムの実際の動作 

下記に示すプログラムにより、監視カメ

ラシステムによって撮影された画像が保存

されている static フォルダ内の画像（図

12）が、Web ブラウザから閲覧できるよう

にした。（図 13） 

画像の URL 生成プログラム 

画像表示プログラム 

 

図 12 static フォルダ内 

 

 

図 13 Web ブラウザ上の画面 

 

 また、常に最新の画像を表示させるために、

下記のプログラムを実装した。 

20 秒ごとにリロードするプログラム 

 

（６）外装の作成 

  123design を用いて外装を設計し、その

データから 3D プリンタで出力した。

Raspberry pi4 が収まること。カメラを固

定できるようにすること。この 2 つのこと

を満たすまで再設計を繰り返した。 

<script> 

     setTimeout(function(){     

       location.reload();     

      }, 20000); 

 </script> 

img_urls = [url_for('static', filename=f) 

for f in img_files] 

{% for img in img_urls %} 

        <img src="{{ img }}" width="300"> 

{% endfor %} 
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図 14 作成した３D データ 

 

 

図 15 実際に作成したカメラの機体 

 

３．研究のまとめ  

 今回の課題研究を通して、Raspberry Pi の

通信の仕組みや python でのプログラム、

3DCAD での 3D データ作成などの IoT 機器の制

作に関する幅広い知識を学ぶことができた。

また、実際に研究を行ってみて日常で使われ

ている小さな IoT 機器は様々な技術が複雑に

組み合わせられて作られていることに気がつ

くことができた。  

 一方で、開発の初期段階で行った年間計画

や役割分担の見通しが甘く、思っていた通り

に開発を行えないことが多かった。そのため、

研究目標であった社会の役に立つものを開発

したいという目標に対して、利便性が高いも

のを作成することができず、目標を完全に達

成することができなかった。しかし、今回 IoT

機器の開発を行った経験を活かして、進路先

では見通しの立った計画を建てられる人間に

なりたいと思った。 

 今後、機会があれば、画像閲覧アプリの開

発や、人物検知 AI の作成など、今回の課題研

究で実装することができなかった機能を追加

したり、他の IoT 機器を開発してみたいと思

った。 
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